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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】平成29年4月13日(2017.4.13)

【公表番号】特表2014-528384(P2014-528384A)
【公表日】平成26年10月27日(2014.10.27)
【年通号数】公開・登録公報2014-059
【出願番号】特願2014-535099(P2014-535099)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｃ   9/20     (2006.01)
   Ｂ６０Ｃ   9/22     (2006.01)
   Ｂ６０Ｃ   1/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｃ   9/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｃ    9/20     　　　Ｊ
   Ｂ６０Ｃ    9/22     　　　Ｇ
   Ｂ６０Ｃ    1/00     　　　Ｚ
   Ｂ６０Ｃ    1/00     　　　Ｃ
   Ｂ６０Ｃ    9/20     　　　Ｇ
   Ｂ６０Ｃ    9/18     　　　Ｋ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年2月27日(2017.2.27)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３３】
　本発明の好ましい実施形態によれば、ゴム混合物の第１の層Ｃは、天然ゴムを主成分と
し又は大部分がシス‐１，４シーケンス又は鎖を含む合成ポリイソプレンを主成分とし且
つオプションとして少なくとも１つの他のジエンエラストマー（天然ゴム又は合成ポリイ
ソプレンは、ブレンドの場合、用いられる他のジエンエラストマーの含有量に対して大部
分の含有量で存在する）及び
　ａ）ＢＥＴ比表面積が６０ｍ2／ｇを超えるカーボンブラック、カーボンブラックは、
　　ｉ）カーボンブラックの構造指数（ＣＯＡＮ）が８５を超える場合、２０～４０ｐｈ
ｒの含有量で用いられ、
　　ｉｉ）カーボンブラックの構造指数（ＣＯＡＮ）が８５未満の場合、２０～６０ｐｈ
ｒの含有量で用いられ、
　ｂ）又は、ＢＥＴ比表面積が６０ｍ2／ｇ未満のカーボンブラック、カーボンブラック
は、構造指数がどのようなものであれ、２０～８０ｐｈｒ、好ましくは３０～５０ｐｈｒ
の含有量で用いられ、
　ｃ）又は、２０～８０ｐｈｒ、好ましくは３０～５０ｐｈｒの含有量で用いられるＢＥ
Ｔ比表面積が３０～２６０ｍ2／ｇの、沈降若しくは熱分解法シリカ、アルミナ及びアル
ミノシリケート若しくは変形例として合成中又は合成後に改質されたカーボンブラックか
ら成る群から選択されたＳｉＯＨ及び／又はＡｌＯＨ表面官能基を含むシリカ及び／又は
アルミナ系の白色充填剤（ホワイトフィラー）、
　ｄ）又は、（ａ）に記載されたカーボンブラック及び／又は（ｂ）に記載されたカーボ
ンブラック及び／又は（ｃ）に記載された白色充填剤のブレンド（充填剤の全体的含有量
は、２０～８０ｐｈｒ、好ましくは４０～６０ｐｈｒである）かのいずれかから成る補強
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用充填剤を主成分とするエラストマー混合物である。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５９】
　この場合も又、有利には、本発明のこの変形実施形態によれば、ゴム混合物の第１の層
Ｃと同様、ゴム混合物の層Ｂは、天然ゴムを主成分とし又は大部分がシス‐１，４シーケ
ンス又は鎖を含む合成ポリイソプレンを主成分とし且つオプションとして少なくとも１つ
の他のジエンエラストマー（天然ゴム又は合成ポリイソプレンは、ブレンドの場合、用い
られる他のジエンエラストマーの含有量に対して大部分の含有量で存在する）及び
　ａ）ＢＥＴ比表面積が６０ｍ2／ｇを超えるカーボンブラック、カーボンブラックは、
　　ｉ）カーボンブラックの構造指数（ＣＯＡＮ）が８５を超える場合、２０～４０ｐｈ
ｒの含有量で用いられ、
　　ｉｉ）カーボンブラックの構造指数（ＣＯＡＮ）が８５未満の場合、２０～６０ｐｈ
ｒの含有量で用いられ、
　ｂ）又は、ＢＥＴ比表面積が６０ｍ2／ｇ未満のカーボンブラック、カーボンブラック
は、構造指数がどのようなものであれ、２０～８０ｐｈｒ、好ましくは３０～５０ｐｈｒ
の含有量で用いられ、
　ｃ）又は、２０～８０ｐｈｒ、好ましくは３０～５０ｐｈｒの含有量で用いられるＢＥ
Ｔ比表面積が３０～２６０ｍ2／ｇの、沈降若しくは熱分解法シリカ、アルミナ及びアル
ミノシリケート若しくは変形例として合成中又は合成後に改質されたカーボンブラックか
ら成る群から選択されたＳｉＯＨ及び／又はＡｌＯＨ表面官能基を含むシリカ及び／又は
アルミナ系の白色充填剤（ホワイトフィラー）、
　ｄ）又は、（ａ）に記載されたカーボンブラック及び／又は（ｂ）に記載されたカーボ
ンブラック及び／又は（ｃ）に記載された白色充填剤のブレンド（充填剤の全体的含有量
は、２０～８０ｐｈｒ、好ましくは４０～６０ｐｈｒである）かのいずれかから成る補強
用充填剤を主成分とするエラストマー混合物である。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６８】
　本発明の好ましい実施形態によれば、少なくとも１つの実働クラウン層の少なくとも１
つの圧延層は、天然ゴムを主成分とし又は大部分がシス‐１，４シーケンス又は鎖を含む
合成ポリイソプレンを主成分とし且つオプションとして少なくとも１つの他のジエンエラ
ストマー（天然ゴム又は合成ポリイソプレンは、ブレンドの場合、用いられる他のジエン
エラストマーの含有量に対して大部分の含有量で存在する）及び
　ａ）ＢＥＴ比表面積が６０ｍ2／ｇを超えるカーボンブラック、カーボンブラックは、
　　ｉ）カーボンブラックの構造指数（ＣＯＡＮ）が８５を超える場合、２０～４０ｐｈ
ｒの含有量で用いられ、
　　ｉｉ）カーボンブラックの構造指数（ＣＯＡＮ）が８５未満の場合、２０～６０ｐｈ
ｒの含有量で用いられ、
　ｂ）又は、ＢＥＴ比表面積が６０ｍ2／ｇ未満のカーボンブラック、カーボンブラック
は、構造指数がどのようなものであれ、２０～８０ｐｈｒ、好ましくは３０～５０ｐｈｒ
の含有量で用いられ、
　ｃ）又は、２０～８０ｐｈｒ、好ましくは３０～５０ｐｈｒの含有量で用いられるＢＥ
Ｔ比表面積が３０～２６０ｍ2／ｇの、沈降若しくは熱分解法シリカ、アルミナ及びアル
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ミノシリケート若しくは変形例として合成中又は合成後に改質されたカーボンブラックか
ら成る群から選択されたＳｉＯＨ及び／又はＡｌＯＨ表面官能基を含むシリカ及び／又は
アルミナ系の白色充填剤（ホワイトフィラー）、
　ｄ）又は、（ａ）に記載されたカーボンブラック及び／又は（ｂ）に記載されたカーボ
ンブラック及び／又は（ｃ）に記載された白色充填剤のブレンド（充填剤の全体的含有量
は、２０～８０ｐｈｒ、好ましくは４０～６０ｐｈｒである）かのいずれかから成る補強
用充填剤を主成分とするエラストマー混合物である。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３８】
　透明な充填剤が唯一の補強充填剤として用いられる場合、ヒステリシス及び粘着特性は
、３０～２６０ｍ2／ｇのＢＥＴ比表面積を有する、沈降若しくは熱分解シリカ又は変形
例として沈降アルミナ又は変形例としてアルミノシリケートを用いることによって得られ
る。この種の充填剤の非限定的な例としては、アクゾー（Akzo）社製のsilicasＫＳ４０
４、デグサ社製のUltrasil VN2又はVN3 及びBW3370GR、ヒューバー（Huber）社製のZeopo
l 8745 、ローディア（Rhodia）社製のZeosil 175MP又はZeosil 1165MP 、ピーピージー
（PPG）社製のHI-SIL 2000 等が挙げられる。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７１】
　透明な充填剤が唯一の補強充填剤として用いられる場合、ヒステリシス及び粘着特性は
、３０～２６０ｍ2／ｇのＢＥＴ比表面積を有する、沈降若しくは熱分解シリカ又は変形
例として沈降アルミナ又は変形例としてアルミノシリケートを用いることによって得られ
る。この種の充填剤の非限定的な例としては、アクゾー（Akzo）社製のsilicasＫＳ４０
４、デグサ社製のUltrasil VN2又はVN3 及びBW3370GR、ヒューバー（Huber）社製のZeopo
l 8745 、ローディア（Rhodia）社製のZeosil 175MP又はZeosil 1165MP 、ピーピージー
（PPG）社製のHI-SIL 2000 等が挙げられる。
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